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『ア ル ハ ンゲ リスク 福 音 書』 の古 文 書
学 的事 項 とincipitに つ い て
岩 井 憲 幸
1『 アル ・・ンゲ リス ク福音書』(ApxaHreπbcKoeeBaHre汀He,以下Arch
と略記す る)は11世 紀 ロシアの典礼用福音書抜葦(anpaKoc)で あ る。成 立
の古 さにお いて,本 書は1056-57年 成立 のrオ ス トRミ ール福音書』(OcTpo-
MHpoBoeBaHreπHe),1073年 お よび1076年 成立 のふたつか らなるrス ヴャ ト
ス ラフの文集』(14360pHHKHCBHTocπoBa)につ ぐ,第4の 地位を 占め る文
献 であ り,主 要部分が1092年 に書写 された と考 え られてい る。 ロシア語の歴
史的研究 に と り不可欠 の資料 とされてい るが,ロ シア国外の研究者は今 日で




この写真版 も稀襯書 であ り,我 が 国では見 る ことを得 なか ったが,最 近にな っ
て ロシア国立 図書館 よ り国立 国会 図書館に1本 寄贈 された ことが判明 し(1),
ようや く我 々もArchの 全貌 に接す ることが可能 となった。
本稿は,筆 者 に とって課題 であ ったArchのincipitに つ き報告す るこ と
を主 とす るが,あ わせて写真複製本か ら知 りうる古文書学的事項 につ いて も
若干言及す るものであ る。Arch研 究 の準備 のために,ま ず外面的 な事柄を確
認 してお きたい。 以下 本稿では国会図書館蔵写真複製本をKと 略記す る(27。
なお,1912年 写 真複製本には次の よ うな マイ クロフ ィシ ュ版があ るが,も と
よ り本文 のみを収 め る。 また モノ クロであ るか ら,文 字 の読めない個所が し




・むd・勘ir単 ・・k・a,1912.・[Micrσ丘・h6.editi6・,1・t…D・ ・uゆ …i・n
Company,Leiden]
2Kは 精巧 な写真複製版 である。美術複製本 と同 じく,全 体が原装 にまね
て作 られ ていて原寸大 である(原 本 の大 きさについては第3節 を見 よ)。 表
紙 は木 の板 の上 に印刷 され た写真 が貼 られ,本 文 は紙 に印刷 され た本文 が背
中あわせ に貼hあ わ され ている。 印刷 はすべ て3色 に よるカ ラー 印 刷 で あ
る。綴 じも原本に まね て折丁 を重ね,麻 糸 で綴 じられ る。本文 の破 れや各葉
の形 も原本 にまね る。背 の破損 もそ のままで,本 を閉 じて仕舞 う時 に結 ぶ皮
紐の残骸 もまねて裏表紙 に と りつけ てある程 の周到ぶ りである。原本 を蔵す
ル ミャソツ ェフ博物館(赫ocKoBcKihny6πHqHH員HPyMHHUoBcK崩My3eの
が50周 年記念 として出版 した もので,古 文書学 にも資す る ように と当時 とし
ては最新技術 を駆使 した ものであったら しい。写真撮影は1912年5月19日 に
開始 され,「同年6月10日 に終了。そ の間朝6時 か ら夜10時 まで2交 代で,祭
日も返上 して休みな.く撮 り続けた という。同年8月26日 までに最初 の刷 りが
で きあが っだ(3)。
同時代 のDurnovoが 指摘 してい るよ うに(4),何 個所か にわた って色刷 り
にずれを生 じてい るが,時 代を考えれば,こ れは致 し方が なか ろ うる む しろ
我 々に とっては,Kに 依 って原装を うかが い知 ることがで きるこ と,し たが
って さらにあ る程 度 まで古文書学的な研究が可能にな った ことを多 とすべ き
であ る。 ただ し,複 製本の限界は,1つ ね に留意 しなければなちない こ とは言
うまで もない。
3'Archの 古文書学的 ・書 誌学 的事項 につ き,Kに よって述 べ る。そ の際
多 くr古 写本総 目録(XI-XIII世 紀)』(以 下r目 録』 と略称)(5)の 該 当個所
を参 照 したが,Kで 確 認で きなか った場 合は,Kの 限界 とみて,言 及 しない
ことがあ る。
Georgievskijに よれ ぽ,Arch原 本は1877年 アル・・ンゲ リス ク県 のひ と り
の百 姓に よってモス クワに もた らされた。は じめS.T.Bol'§akovに ひ き と
られ たが,の ち500ル ーブルでル ミャンツェフ博物館 に転売 された。'『ナル ハ
ソゲ リス ク福 音書』 の名称 は,上 述 の,こ の写本が もた らされ た元 の場所 に
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由来す る。 以来,同 博物館写本部 に保管 された。同博物館 は旧 ソ連邦 レー ニ
ン図書館す なわ ち現Fシ ア国立 図書館 の前身 であ り,.Archは 今 もここに存
す る。'、
Arch原 本 の木製表紙裏 には,上 の事情を簡潔 に伝 えるA.E.Viktorovの









ここでは アルハ ンゲ リス クか らもた らされた と記 してい る。番号 〈Ns1666.〉
は原木第1葉 上欄 ノ ド近 くに再 び書 き こまれ ている(同 筆)。 さらに 各葉 オ
モ デ右上に通 し番号 をふ る。す なわ ち 〈1>か ら く178>ま でがふ られ るが,
この ノ ンブルはおそ らくArch購 入時 でのペー ジであ って,原 本 の元来 のも
のではない。 のちに述べ るよ うに原本 その ものに脱落 があ る。ル ミャンツ ェ
フ博物館古版本 ∵写本部 のスタ ンプが(7)1下 欄お よび122v(8)下 空 白の計2
個所に捺 され てある。
装釘はr目 録』 に よれぽ,14世 紀あ るいは15世 紀の始め のもので(9),木
製板 め表紙 が残 り,背 は破損 がいち じるしい。裏 表紙に留め紐(革 製)が 残
る。大 きさは20.5cm×16.6cm。 本文 は羊 皮紙 を半分 に折 って折丁 に した
てたのちに背 を麻糸 で綴 る。 折丁 の総数 ぽ23で,う ち21の 折丁は8葉 か らな
るが,第7の それ は4葉,最 終 のそれ は6葉 である。ただ し,r目 録』『が他 で
話す ように,本 文 の最終部分178-178>は のちの綴 じこみ で,元 来は最終折
丁 は4葉 か らな り,の ち1葉 が加え られ,ま た1葉 が脱落 した と考 え られ る。
Kで 見 る と,複 製 の便宜上173と178を1紙 と して綴 じて あるが,元 来は173
と1失われ た1葉 が1紙 をな し,最 後に178の1葉 が綴 じごまれ た とみ られ る。
178は 文字が の どの部 分に接近 しすぎで捻 り,こ の間の事情 を物語 るであろ
ら。(葉o,脱 落 につ いては第4節 末 を見 よ)。'
4『 目録』'によれぽ,Arch原 本の料紙は羊皮紙であ る。全178葉aた だ
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し,177vと178-178vはpalimpsestであ る。全 葉にわた り単欄 で,各 葉は お
もに21行 取 りであ る。文字はキ リル文字ustav体 を用い,本 文 は黒イ ン クで,
Pericope冒 頭 の頭文字 は大 きな飾 り文字を朱で描 く(例 外あ り)。zagalovki
は主 に朱文字 で記 され る。テ クス トはすべ てつづ け書 きである。123に は くn>
字形 のheadpieceが み られ る。79vに は朱に よるcryptogramが ある〔10)。
r目 録』 に よれぽ,全178葉 は成立時期 に よって次 の3つ に分 け られる。
1.1092年 成 立:1-177
2.12世 紀成 立:178-178v
3.13な い し14世 紀成立か(?):177v




Kに よって も上 の3人 の手の違いは観察 できる。1aは 普通 のustav体 で,
やや 右傾 する。bのMi己bKaに よる部分は,同 じustav体 であ るが,aに 比
してやや小ぶ りで,き ち ょうめん な字体 である。cは 大 きさはbに 近 いが,
前二者 よ りも粗雑なustav体 で,し か も字 間に余裕がな く同 じ21行 取 りで書
かれ ているのであるが,文 字 の詰 めす ぎを感 じる。 上記 第3(13/14C?)は
25行 取 りで書 かれ ていて(IS:,字 体 は ごつ ごつ とした独特 のustav体 である。
また上記第2(12C)は1b・cよ りもさ らに小ぶ りのustav体 であ り,や
や粗雑 の感 を うける。22行 取 り。 この第2・ 第3の 個所すな:わち177vと
178-178vはpalimpsestであ るこ とはすで に述 べた。 さ らに178-178vは
後 代の綴 じこみであ ることも上述 した。
1bの 部分 が 瓢i砺Kaな る人物に よって書 かれた ことは,174v-175に わ
たる小文字ustavに よる書 き入れ によ って判 明す る。た だ しこの書 き入れ の
初 めの部分(174v)は 消 えかか っていて読 めず,原 本には文字 を鮮 明Y'す る
ため の薬 品処理 を行 な ったあ とが ある とい う(14)。その後半部(175)も 一部が
読め ないが,文 の最後に 〈MHqbKA>と 名を誌 す(15)。これ がす なわちcopyist
の名 である。 ただ し,Kで は名前 の最後の文字 〈A>は 読めな い。
1cに 関 しては,177の 最終行 の書 き入れ に よって判か る。 すなわ ち,そ　
fHT
の行末 に 〈rlPG3BVT.rPbl皿[罪ある司祭]〉,そ の直前 に 〈B'bJH}SX
[6600年 に]〉 とあ るらし く,こ の こ とか ら,天 地 開聞暦 の6600年 すなわち西
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暦1092年 に司祭某が書写 した と考 え られてい る。 しか も書写ρ この時期1092
年 は1a-cの 個処すなわち1-177全 体 にかかわ ることであ る。.な お,K
ピ
では《rlPG3BVT>の 末 の上 書 きの ・<C>は 読 め ず,〈SX>の くS>は τ部
が読め るめみであ る。.
さて,Kに よって全体を通 読 してみ ると,テ キス}の 脱落が葉 の脱落に と
もな って随所に見 られ る。本文冒頭は次の よ う・であ る.が,こ れ もJ4.5(ユ6)
の途中の文 であ って,す でに 冒頭部か ら脱落が生 じていることは 明らか であ
る。
HOα4Φ 品CHOyCBOICMOy[……]
本 文の欠葉 とその個所 を示 せば次の よ うにな る。欠葉数 の推定は,r目 録』に
従 う。






欠 葉は計53葉 と考え られ る。 よってArchは 元来423(葉 か らな り,,つ いで
1葉 が綴 じ込 まれて231葉 として伝え られていた ものであろ う。現存はその
8割 弱 とい うことにな る。
5以 下,テ キ ス トを 検 討 す る に あ た っ でArchを,筆 写 者 と時 期 に 従 っ て,






し た が っ て,我 々 の 主 た る 研 究 対 象 は1092年 成 立 のArch1,Arch2,Arch'
と い う こ と に な る。
6Archのinqipitにつ き稿 を進 める。 古代教会 スラヴ語のいわゆ る 《ア
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プラ コス》福音書に用い られ るincipitに つい ては さきに検討 した(18)。 ここ
では,以 前下位分類 した ものの他 に,史 書類 の抜奉持に用 い られ る 〈ξりταど9
加`ρα偲`κ εんα`g>の 訳 語に相当す る句 も語順の違いに よってつに下位分類
し,incipit全 体 を12種 とみてお く。すなわち下記の よ うであ る(is)。な:お,
a・b等 で示 され る各incipitの 下位分類 どお しは,語 順の違いのみで あっ
て,句 全体の意味 の違いは ないもの とみなす。 しか しなが ら,我 々に とって















Archに おいて,こ れ らのincipitは それぞれ古代 ロシア文語 の綴 りにお
いて表 われる ことはい うまで もない。 例は次の通 りである。 その際 いわゆる
rusizmに よって,古 代教 会ス ラヴ語か ら見れば誤 まった綴 りが見 られ るが,
本稿 では綴 りは原文 のままで引用 する。()内 は出現す る葉,[]内 は直
訳であ る。 　
IncIa:B'bOHOBPeMIA・nPH皿lb,叩)HωCI4ΦbωAPi4瓢A-






えを語 られた。 「天 の国は[… …]人 の王 に似 ている。](20)
7上 記12種 のincipitに つ き,Archで の 出 現 の 度 合 を 調 査 して み る と 次
の よ うに な る・。、第.1.に 度 数 を 示 す 。 α)はpericope.本 文 中,β)はzaga-
10vki中 に 存 す る こ と を 表 わ し,つ い で そ れ ぞ れ に 出 現 個 所 を 列 挙 す る 。 な
谷
お の ち に 問 題 と す る が,Archに お い てInc工aは くBbOHO>の よ う に









































次 の点を注記 してお く。・.1)125に ・〈PCqCrbKbI40V八eOlvlT)〉とあ
る。 これはMt23.34'に 付加 されてい るもので あるが,Inc皿 のvariant
とす べ きか,IncIVの それ とすべ きかは にわかに きめがたい。 ただ,Ass
の115aに 同文が'あってArchと 同 じく<Peqe・rbKbHK)且eOMb>
のincipitを とっている。 したが って,Mt23.34が 初期の 《アプ ラコス》
福 音書 において このincipitを とることは定式化 され ていた 可能性 があ るで
あろ う。そ うであれぽ,上 述の古代教会ス ラヴ語 でのincipit類 に この タイ
プを加 えて よい と考 え られ るが,今 は1例 のゆxを も っ て,保 留 に してお
く(21}。2)132に くBbBPG瓢IA>と あるが,こ れは福音書 の引用個所 が不
詳 ゆえ,IncIb'と はみな さず,上 表には含めなかった。3)当 然 の ことな
が ら,pericope本 文 冒頭 であっ'ても,'本 来 引用す る文章の冒頭 にす でに時 を
表わす句やそれ に相 当す る句 のある場合は,新 たにincipitを とるこ とはな
い。以下がそ の例 の個処 である:22v113121121141144v146150
150v165v176v
8上 表 か ら 次 の こ と を 確 認 して お く。1)Archで は7種 のincipitが 使 用
さ れ て い る 。 す な わ ち,IncIa,Ib;Inc皿a;Inc皿;IncV;Inc
VBIncV旺a。2)こ の7種1のincipitの うち,variantを も つ も の の 中 に お
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いて,Inc∬ ではaの みが用 い られ,Inc皿 ではaの み が用 い られ てい る。
またIncIで はaが,bに 比 して圧倒 的多数 である。
Incipitの 使用が,他 の 《アプラ コス》の文献において どの よ うな分布を示
すであろ うか。『ア ッセマ ー二写本』(Ass),『 サバの本』(Sav),『 オス トロ
ミール福音書』(Ostr)とArchに ρ いて比較 してみ る と次 の表 の ようにな
る。 ここ.では○ と△ 印は例が存す るこ と,棒 線 は存 しないこ とを示す。 さら
に前者○ は度数にお いて圧倒的 に優i勢であるこ とを 示す もの とす る。 《ア プ
ラコス》の種類を特定 しないなかでの,か かる比較 は妥当性 を欠 くことにな
Inc.・ ・t・
ArchlSavAss





a ○ ○ ○ ○
b .II △ 一 △ 一
C △ 一 一 △
d ○ 一 一 △





V ○ 10 ○ 「 ○
VI ○ 10 ○ 1.o
a 一 ○ _6 一
V皿b ○ 一 一 一
りかねないが,ゆ るやかな傾向はつかむ ことがで きる。IncH.か らIncW
において,Archの 使 用の傾向は,SavやAssの グル ープに属 し,Ostrと
は異 な っている。 しか しなが ら,IncIお よびIne～ 肛 では,Ostrと 比較
対照 され るべ き傾 向を有す る。
なお 《ア プラコス》福音書間において,pericope冒 頭 の同一 のverseは 同
一 のincipitを とるのが原 則であ る。 しか しなが ら,少 数 とはいxこ れ を逸
脱す る場合 がある。 比較 の対 象をOstrの み に限定 していえぽ,ま ず第1に
a)対 応 のper量copeそ の ものがOstrに 存 しな いことが ある(162,164v;
125;89v,115v,124v,136,170,177v)。第2に,b)次 の ようにArch
17G











a)に つ い て は,177vの み がArch3で あ る が,他 す べ て はArch2に 存 す
る。 こ の こ と は 当 然 な が らArch2の 内 容 がArch'と はOstrの よ うに 連 続
し て い な い こ と を 示 す 。b)の2)・3)に つ い て は,す べ て が くpcqerb>
で 始 ま るincipitで あ る か ら,こ の よ う な 細 部 の 変 更 は じ ゅ うぶ ん 予 想 さ れ
る と こ ろ で あ る 。 限 定 的 な 要 素 を も つInc皿 と,Inc,VIに は 異 塗 りが な く,
安 定 して い る 。4)に つ い て は 次 第 で と り上 げ る 。
9前 節 で 言 及 したIncI:お よ びIncW匠お け るArchと'Ostrと の 間
の 差 異 に つ い て 検 討 す る 。 は じ ゃ に 言 うべ き こ と は,.IncIで もIncWで
も,ArchとOstrの 使 用 の 傾 向 は 対 臆 的'Cあ る こ とで う る 。
IncIに 関 し,pericope本 文 中 で の 使 用 度 数 は,Ostrに お い てIncIa
が11,IncIbが 』108で あ る 。ArchはIncIaが96,'IncIbが2で あ
る 。zagalovki中 で も,OstrはIncIaが7,IncIbが38で あ り,Arch
はIncIaが9,IncIbが0で あ る 。pericope中 で もzagalovki中 で も,
OstrとArchの 傾 向 は 一 致 し て い る 。
IncWに つ い て は,状 況 は さ ら に 単 純 で あ る 。.Ostrで はIncV旺 はbの
み を 用 い,そ の 度 数 は5で あ る 。 う ちpericope中 は4,zagalovki中は1。
Archで はIncVDはaの み を 用 い,度 数 は3。 す べ てpericope中 に で て き
て,zagalovkiに は な い 。
OstrはIncIがbの くB7)BPお 頚AOHO>.を,IncVDがbの くBb
八bHH・OH'bl>を と る 傾 向 に あ り,他 方ArchはIncIがaのくB'bOHO
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BPb瓢 班〉 を,IncVDがbの くB7)OHM)1πbHH>をとる傾 向があ る。
両者を語 順か らみれぽ さらに単純化 できる。Ostrは 指示詞(OH1))を 名詞
(BPb赫A,皿bHH)に 後続 させ,Archは 指示詞 を名 詞に先行 させてい1る
わけであ り,Inc工 とInc孤 でのOstrとArchの 選択 の仕方 もそれぞれ
で整合性を有 して いる とみ られ る。IncIに おいて もIncWに お いて も,
ともにaが,す なわ ち指示詞が先行す るタイプが元来 のス ラヴ訳incipitで
あ った と考 えられ る(Cf.ギ リシア語IncI:τ φ κα`ρφδκε～即;Inc孤:
ξり τα勾 加6ρα`9`κ εんα`9)。 したが って,ArchはIncI一お よびlncW
の使用にお いても規範性 の高 い方 向を指 向 してお り,こ の傾 向は他 のInc∬
以下 での傾 向 と合致す る と結論 づけ られ る。 これに対 し,Qstrは この全体
にお いて規範性か らのがれ 出る傾 向にあ る と言 い うる。,
な躰,参 考 まで記 すが,ArchでIncIbを とる2例(68,70v)は,
Ostrに も同文 を有 し(113v,86v)と もにIncIbを とる。 またArchで
IncWaを とる3例(126,143,160)は,Ostrにも同文を有 し(216b,
249v,269v),す べ てIncWbを とってい る。
101nc工bの 使 用は,Archに おいて例外 といえる。 さらにIncIbは,
Arch1で のみ生 じ,Arch2以 下にはない。 しか もArch1の 最後部 で連続 し
て生 じて いる。 これ は何 を意味す るであろ うか。 そ もそ も,Arch1に お いて
Inc工 は全体 で44度 用 い られ るが(zagalovkiに な し),う ち2度 のみがInc




また2度 だけ用 い られ るIncIbは,次 の よ うに古代教会 スラ ヴ語の正 し
い綴 りを保持す る。
BbBP'bMAOHO
これに対 して,Arch2で はzagalovki中 も含めてIncIは61度 用 いられて
お り,そ のすべてがIncIaと みなせ るが,そ の表 記法は以下の よ うに ま
ち まちであ る。 　 　　 　












Arch2で は略記 され ることが多 く,そ の場合は ① 〈B7)OHOBPe>を用
い,フ ルに綴 る場 合は ⑤<B'bOHOBpeMIA>を 用 い る傾向にあ るとい
え る。 しか しいずれの場 合において も,Arch1と は対照 的に,古 代教会 ス ラ
ヴ語の くBPbMA>o,く も〉 を,<E>に 変 じて 〈BPG瓢IA>な い し 〈BPC一
踊A>と 綴 る点はみのがせない。(Cf.古 代 ロシア語 くBePGM正A>)。 略 し方
の形式 よ りも,Arch2のIncIの 特徴は ここにあ ると言 うべ きであ る。 し
か しなが ら,Arch1とArch2におけ るこのよ うな差異は どこに起因す るの
であろ うか。copyistの 方言や資質に さか のぼ るべ きであろ うか。む ろん,
他 の単語におい て ぐb>の 綴 りをArch2が 有 さないわ けではない(「p'bXち
(79v);B'BCTe(92)等々)。 だが,<BPb瓢A>'の 綴 りに関 して言 えば,
下 で見 る通 り,概 してArch'の 本文中で は 元 来 の綴 りが 保 持 され るが,
Arch2で は 〈BPeM・ 〉 の綴 りに変 じてお り,IncIの これ らの綴 り方は そ
れ ぞれ の本 文 に 連動 してい ると見 られ る。す な わ ち,incipitの 綴 りも,
pericope本 文 の綴 りの傾 向 と一体化 してい る。 ただ,本 来古 代教会 ス ラヴ語
では くnPbZU)〉 〈nPb,員'bJrb>と 綴 られ るべ き語が,Archlに おいてそ
れぞれ くnpe双b>〈nPG八'bJI1)〉 と綴 られ る例 が見 られ る。 そ もそ も古
代 ロシア文 語は,古 代教 会ス ラヴ語 とのhybridな 性格 を有 す るわけであ る
か ら,こ れは当然な現象 であ って,し たが って上記の問題 もArch1お よび




ここでは,Archに おいてIncIの 使用 ではIncIaが 支配的 であ り,例
外 的にIncIbが2例Arch1の 末 に連続 して出現す るこ と,Arch`で はそ
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の綴 りが ロシア化 され た形 で出て く.る.とい.う事 実を指摘す る、に と.どめ る。
11本 文の語彙 にかかわ る事柄 をひ とつだけ述 べ る。不定冠 詞的な意味 〈あ
る〉は,Ostrに おいて しぼ しぽ 〈H'bKblH>で 表 わ されてい るが,Ostrの




7JIAIACA..[主 は このた とえを語 られた。 「あ る町に,神 を恐れず,




よ く知 られ ている ように,他 の 《アプラコス》福 音書では,Savで 〈C八HHb>






Bモ)ET(9PもrPA八 も 。BAHEsoy .CA.。HqJπ 《「bHe
CPAIMblACA・
な お,四 福 音 書 のZo9で は くeTeP'b>で,Marで は くC八HH1)〉 國で 対





ギ リ シ ア 語 原 文 は 次 の よ うで あ る。
λ6γωゾ κρζτが9τ ご9ガ ッ どり τζり`π62ε`τ δり θεδり μウ ρ0β06μ εツ09
κα～ あ θρωπ・・ μカ δレτρεπ6μεり・S."ド
ArchY`い て,他 に 次 の10個 所 ほ ど に くK∋TGP'b>の 諸 形 が あ ら わ れ る が,
こ こ で も 上 述 の 対 応 関 係Arch〈ICTCP'b>:Ostr〈H'bK'b財 〉:Sav〈E一
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12以 上,本 稿後 半において と りわけArchのincipitに つ き検討 したが,
大 まかなその使用 の傾 向は,SavやAssの ・グループに属す る とい うべ きで
あ り,Ostrと は異な ってい る。 またpericope本 文につい てもSavに 符 合
す ることが多 くみ られ,Ostrと はやや違 うよ うに看取 され る。 しか しなが
ら,Ostrに み られ るIncIbの 例が2例 存在す ること,た だ しこれは例外
であ って,IncIお よびWに おけ るaとbの 選択の傾 向が,Ostrと は対瞭
的 である事 もまたみのがせな い。 これ らいわば外的なArchの 特性は,一 方
ではArchに 後続す る12Cロ シアの福音書,例 えば 『ムスチス ラフ福音書』
(1WcTHcハ!aBoBoe后aHreπHe,1115-1117)や『ユ リエフスキイ 福 音 書』
(x)pbeBcKoeeBaHre湘e,1119-1128)等との比較研 究か ら,他 方 ではArch
本文各部 の言語 の性質を定め る研究か ら,い っそ う明確に説明 され うるで あ
ろ う。 これ らについては後続 の研究 に期 した い。
注
(1)寄 贈 の受 け 入 れ 印 に よれ ば 平成4年(1992)11月 。 な お次 の 紹 介 文 を 参 照 せ
よ:兎 内 勇 津 流 〈稀 本 あ れ これ(324)〉,「 国 立 国会 図書 館 月報 」No.398,1994
年5月 。
(2)今 世 紀 初 め の製 作 の ゆ え か,複 製 本 そ の もの の間 に 多 少 出 来 上 りの よ しあ し
が あ る よ うで あ る。 参 考 文 献2を 見 よ。
(3)参 考 文 献1参 照 。




(6)は じめ の2行 は や や 大 き くか つ 間 を あけ て,後 の5行 は ま とめ て や や 小 さ く
書 か れ て い る。
(7)丸 印 中 央 に くM.R.M.〉,円 周 に そ っ て 〈*oT几cTAPonEq.KH.HPy-
Kon.〉 とあ る。
(8)以 下,葉 の ウラ を 〈v>で 示 す 。 数 字 の み は,当 該 の 葉 の オ モ テ を示 す 。
(9)S.A.Krepikovによ る とす る。
(10)そ の他,例 えば123のheadpiece上 の書 き込 み,177下 欄 の書 き込 み,178v
編 み 飾 り内 の書 き込 み 等 に つ い て も話 す べ きだ が,Kで は 読 め な い の で 割 愛 す
175
る。r目 録 』 参 照 。
(11)175の うち境 界 を 示 す模 様 の 上 まで 。
(12)175の うち境 界 を 示 す模 様 の 下 か ら。
(13)第25行 の下 に も との 消 しわ す れ の1行 とお ぼ しき文 字 が 中央 部 に みxる 。
(14)178vに も同様 の痕 跡 あ り。
(15)以 下 印 刷 の便 宜 上Archか ら の 引用 は 主 と して ロ シ ア文 字 大 文 字 に よっ て行
な う。
(16)以 下 福 音 書 の略 号 は次 の 通 り:Mt(マ タ イ伝),Mr(マ ル 戸 伝),L(ル ヵ
伝),J(ヨ ハ ネ伝)。
(17)Durnovoに 同 じ(参 考 文 献3を 見 よ)。 た だ し筆 写 年 代 に つ い て はDurnovo
で は な く 『目録 』 を見 よ。Arch2とArch`の 境 は 注11・12を 見 よ。
(18)岩 井 憲 幸,〈 『ナ ス トロ ミー ル 福 音 書 』 のInclpitそ の 種 類 と特 徴 を め ぐ
って 一 〉,「文 芸 研 究 」No.63,1990.
(19)以 下 古 代 教 会 ス ラ ヴ語 も,慣 習 的 に ロ シ ア文 字 大 文 字 で 表 記 す る。
(20)Mt18。23.該 当部 分 の ギ リシア語 原 文 は 次 の 通 り=あ μo面 θηrβ ασ`λεξα
τ伽oδ ραり伽 面 θρめ即 βασ`λεど,(Nestle第25版 に よる。 以 下 ギ リ シ ア語 原
6
文 は 本 書 に よ る。)Archの 〈qJIBK爪UpK)[人 の王 に]〉 〈OynO刀:OBI4CA
[似 て い る]〉 は そ れ ぞ れ く伽 θρあπ甲 βασ`λεr>〈6μo`め θη〉 の直 訳 。 前 者 の
〈あ θρωπog>は こ の場 合 〈あ る人 〉な い し くあ る〉の 意 で あ る が,〈 人 の 王 〉 と
直 訳 して お く。 後 者 〈あμo`6θ η〉 は ア オ リス トで あ り,Archも そ の ま ま ア オ
リス トで 訳 して い るが,こ の ギ リシア語 の ア オ リス トは そ の 時 制 とは 関 係 な く
<似 て い る〉 の 意 で あ り,訳 も こ れ に 従 う。Cf.RV.,1881:[…]isthe
kingdomofheavenlikeneduntoacertainking,[…]
(21)Ostr,Savにな し。
(22)四 福 音 書 で は,以 下10例 中後 半5例 に お い て 上 述 のZog〈GTeP'b>:Mar
〈e那4Hτ)〉 の 対 応 関 係 が み られ る。
参 考 文 献*注 で 掲 げ た も の は 除 外 す る。
1.G.Georgievskij,ApxaHre調bcKoeeBaHre丑ie1092ro八a,レ13八aHie
PyM月HuoBcKaroMy3eH,J>locKBa,1912.
2.N.Durnovo,ApxaHreπbcKoeEBaHre刀ie1092ro双a,レ13双aHiePyMHH-
uoBcKaro瓢y3eH.1V10cKBa1912.,レ13B.OP只C,1913,T.XVIII,KH.2.,
C「f6.,1914.
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